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ＵＬＲＴ型　片面用ライン作業台　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

ＵＬＲＴ型　オプション　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

部品明細

部品明細

１梱包 １梱包 １梱包

１梱包

ⓐ柱（左右有り）…２本

ⓑベース（左右有り）…２本
（ⓒアジャスター
ⓓベース止金具付）

ⓔ柱止金具…２個

ⓕキャップボルト（長）…６本
（Ｍ５×１５）

ⓕキャップボルト（長）…１８本
（Ｍ５×１５）

ⓗナット…２個
（Ｍ５）

ⓗナット…６個
（Ｍ５）

ⓗナット…１個
（Ｍ５）連結用

ⓖＳＷ…７個（内１個は連結用）
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…１８個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…６個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…４個

ⓡナットアンカー…４個
（Ｍ６、適合ドリル１0.5mm）

ⓘ側板…２枚
（左右有り）

ⓙキャップボルト（短）…６本
（M５×10）

ⓙキャップボルト（短）…４本
（M５×10）

ⓢキャップボルト…１本
（M５×40）連結用

ⓣ丸パイプ…１本
連結用

ⓚ天板（切込有り）…１枚

ⓜ天枠…１台

ⓝ下棚…１枚

ⓞ幕板…１枚

ⓟ上桟…１本

ⓠ六角レンチ…１本
（対辺４）

組立順序

１

１

３

５

７

８

２

４

６

ベースⓑ２本を穴がある方を内側にして裏返しに置き（左右注意）、下
棚ⓝを裏返して穴をベースⓑの穴に合わせ、キャップボルト（長）ⓕと
SWⓖで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。仮止めしたキャップボルト
（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。

１で組み立てた物を表に向けて、ベースⓑの金具に柱ⓐを長穴がある方
を前にして図のように差し込み（左右注意）、前後からキャップボルト（長）
ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（２ヵ所）。柱ⓐの横の外側からキャップボ
ルト（長）ⓕを差し込み、内側からSWⓖとナットⓗで仮止めして下さい
（１ヵ所）。反対側の柱ⓐも同様に取り付けて下さい。仮止めしたキャップ
ボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。

金具
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２で組み立てた柱ⓐの上に上桟ⓟを乗せ（落ちないように注意）、その
上に柱止金具ⓔを図のように乗せて、穴を合わせてキャップボルト（長）
ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（左右各１ヵ所）。仮止めしたキャップボ
ルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。
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図－１ 図－１図－２
側板ⓘ２枚の爪を左右に注意して、2枚の高さを合わせて図－１のように
柱ⓐの長穴に引っ掛けて下さい（左右各２ヵ所）。図－２のように幕板ⓞの
穴を側板ⓘの３つの穴に合わせ、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖで仮止め
して下さい（左右各３ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（短）ⓙを、六角レン
チⓠでしっかり締め付けて下さい。
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天板（切込有り）ⓚを裏返して置き、その上に天枠ⓜを裏向けに置いて、
天枠ⓜの穴と天板ⓚのナット位置を合わせ、キャップボルト（長）ⓕと
SWⓖで仮止めして下さい（６ヵ所）。
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５で組み立てた物を表に向けて２枚の側板ⓘの上にスライドさせて乗せ、
側板ⓘの穴と天枠ⓜの穴を合わせて、外側からキャップボルト（長）ⓕを差
し込み、内側からSWⓖとナットⓗで仮止めして下さい（左右各３ヵ所）。

仮止めした全てのキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め
付けて下さい。

床に打ち込む

壁に打ち込む

r
r

a

e
r

d
r

b

組み立てが終わると、アジャスターⓒで水平調節を行って下さい。そし
て、床にナットアンカーⓡを打ち込み（下穴径10.5mm,深さ35mm）、
ベース止金具ⓓを利用して、床面に固定して下さい（左右各１ヵ所）。

組み立てが終わると、アジャスターⓒで水平調節を行って下さい。そし
て、床にナットアンカーⓡを打ち込み（下穴径10.5mm、深さ35mm）、
ベース止金具ⓓを利用して、床面に固定して下さい（左右各２ヵ所）。

９ 壁にナットアンカーⓡを打ち込み（下穴径10.5mm、深さ35mm）、柱止
金具ⓔを利用して、壁に固定して下さい（左右各１ヵ所）。
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側板ⓘと側板ⓘの間に丸パ
イプⓣをはめ込み、側板ⓘ２
枚の穴と丸パイプⓣにキャッ
プボルト（M５×４０）ⓢを差し
込み、SWⓖとナットⓗで締
め付けて下さい（１ヵ所）。
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ＵＬＲＴ－Ｗ型　両面用ライン作業台　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。
部品明細 １梱包 ２梱包

１梱包

１梱包

１梱包

ⓐ柱…２本

ⓑベース…２本
（ⓒアジャスター
ⓓベース止金具付）

ⓕキャップボルト（長）…６本
（Ｍ５×１５）

ⓕキャップボルト（長）…１８本
（Ｍ５×１５）

ⓕキャップボルト（長）…１２本
（Ｍ５×１５）

ⓗナット…２個
（Ｍ５） ⓗナット(Ｍ5)…６個

ⓗナット…６個
(Ｍ5)

ⓗナット…１個
（Ｍ５）連結用

ⓖＳＷ…７個（内１個は連結用）
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…１８個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…１２個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…６個
（スプリングワッシャー）

ⓡナットアンカー…４個
（Ｍ６、適合ドリル10.5mm）

ⓘ側板…２枚
（左右有り）

ⓙキャップボルト（短）…６本
（M５×10）

ⓢキャップボルト…１本
（M５×40）連結用

ⓣ丸パイプ…１本
連結用

ⓚ天板（切込有り）…１枚

ⓛ天板（切込無し）…１枚

ⓜ天枠…１台

ⓜ天枠…１台

ⓝ下棚…１枚

ⓞ幕板…１枚

ⓞ幕板…１枚ⓟ上桟…１本

ⓠ六角レンチ…１本
（対辺４）

組立順序

１

３

５

７

８

２

４

６

ベースⓑ２本を穴がある方を内側にして裏返しに置き、下棚ⓝを裏
返して穴をベースⓑの穴に合わせ、キャップボルト（長）ⓕとSWⓖ
で仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（長）
ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。

１で組み立てた物を表に向けて、ベースⓑの金具に柱ⓐを図のように差し
込み、前後からキャップボルト（長）ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（２ヵ所）。
柱ⓐの横の外側からキャップボルト（長）ⓕを差し込み、内側からSWⓖとナ
ットⓗで仮止めして下さい（１ヵ所）。反対側の柱ⓐも同様に取り付けて下さ
い。仮止めしたキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて
下さい。

金具
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２で組み立てた柱ⓐの上に上桟ⓟを乗せ（落ちないように注意）、穴
を合わせてキャップボルト（長）ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（左右
各１ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっ
かり締め付けて下さい。
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図は切込有り天板ⓚ

図は切込有り天板ⓚ

図－２

側板ⓘ２枚の爪を左右に注意して、2枚の高さを合わせて図－１のように
柱ⓐの長穴に引っ掛けて下さい（左右各２ヵ所）。図－２のように幕板ⓞの
穴を側板ⓘの３つの穴に合わせ、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖで仮止め
して下さい（左右各３ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（短）ⓙを、六角レン
チⓠでしっかり締め付けて下さい。柱ⓐの裏側にも側板ⓘ2枚と幕板ⓞを
同様に取り付けて下さい。
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天板（切込有り）ⓚを裏返して置き、その上に天枠ⓜを裏向けに置い
て、天枠ⓜの穴と天板ⓚのナット位置を合わせ、キャップボルト（長）ⓕ
とSWⓖで仮止めして下さい（６ヵ所）。天板（切込無し）ⓛも同様に天
枠ⓜに取り付けて下さい。
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５で組み立てた物を表に向けて２枚の側板ⓘの上にスライドさせて乗せ、
側板ⓘの穴と天枠ⓜの穴を合わせて、外側からキャップボルト（長）ⓕを差
し込み、内側からSWⓖとナットⓗで仮止めして下さい（左右各３ヵ所）。裏
側の側板ⓘにも５で組み立てたもう1組の物を同様に取り付けて下さい。

仮止めした全てのキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締
め付けて下さい。

床に打ち込む
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２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－F900

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
9００×687.5×1885 700～900 P=50

仕様 均等静止荷重　５０kg
２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－F1200

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
12００×687.5×1885 700～900 P=50

パンチングパネル

LUPR-P450

寸法(mm) 寸法(mm) 寸法(mm) 寸法(mm)

W900×D25×H450

LUPR-PL450 W1200×D25×H450

仕様
棚板

LUPR-Ｔ255 W899×D255×H100

LUPR-ＴL255 W1199×D255×H100

傾斜棚

LUPR-KＴ900 W899×D255×H139

LUPR-KＴ1200 W1199×D255×H139

コンテナ受け

LUPR-C1 W899×D20×H76

LUPR-CL1 W1199×D20×H76

２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－WF900

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
9００×1300×1885 700～900 P=50

仕様 均等静止荷重　５０kg
２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－WF1200

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
12００×1300×1885 700～900 P=50

ライン作業台　ＵＬＲＴ型
このたびは、ＴＲＵＳＣＯライン作業台ＵＬＲＴ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、天板を任意の高さに設定できるため座り作業
および立作業用に対応。また、オプションの種類も豊富で自由な高さに取り付けできるうえ後付けも容易、部品管理に最適ですので、組立ライン作
業台として工場・研究室・学校・作業所等で末永くご使用いただけます。

50kg

作業台に足をかけたり、天板の
上に乗ったりしないで下さい。
■

■

作業台が転倒したり、積載物が落下して、怪
我をする恐れがあります。

■

バランスが悪くなり、作業台が転倒したり、
積載物が落下して、怪我をする恐れがあり
ます。

化学薬品や薬物を扱う作業
には使用しないで下さい。

腐食・変質などにより、作業台の品質が著
しく低下し、作業者の健康を害する恐れ
があります。

■ ベース止金具や柱止金具を
使用のうえ設置して下さい。

地震等での転倒を防ぐ為、必ず床面や壁
（片面用）に作業台を固定して下さい。

均等静止荷重 ※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐
れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする
恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。
■

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

天板面は必ず水平になるよう、
アジャスターを調節して下さい。
■

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがありま
す。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

柱や天枠・側板の端面を素手で
触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

オプションの後付け及び組み換
えや、天板の高さ変更を行う際
は、必ず軍手等保護具を使用し
て下さい。

隙間に指を挟んだりして、怪我をする恐れ
があります。

作業台の切断、改造をしない
で下さい。

作業台が不安定になり危険です。また、
切断面のバリ等で怪我をする恐れがあ
ります。

■

キャスター付での使用はしない
で下さい。

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…２個

ⓙキャップボルト（短）…２本
（M５×10）

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…４個

ⓙキャップボルト（短）…４本
（M５×10）

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…４個

ⓙキャップボルト（短）…４本
（M５×10）

長穴に爪を入れて引掛ける

目印穴
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A.パンチングパネル B.棚板

D.コンテナ受けC.傾斜棚
ⓤパンチングパネル…1枚 ⓥ棚板…1枚

ⓦ傾斜棚…1枚 ⓧコンテナ受け…1本

Ａ.パンチングパネルの取付方法

Ｂ.棚板の取付方法

※片面に2枚以上のパンチングパネルを取り付ける場合は、
必ず下から順番に取り付けて下さい。

組み立てた本体の柱ⓐの長穴に、パンチングパネルⓤ
の爪4つを合わせて引っ掛け、はめ込んで下さい。

１ 組み立てた本体の柱ⓐの長穴に、棚板ⓥの爪２つを合わせて引っ掛けて下さい。

２ パンチングパネルⓤに開いている目印穴の隣りの角穴
から、六角レンチⓠでキャップボルト（短）ⓙとSWⓖを
差し込み、しっかり締め付けて下さい（左右各２ヵ所）。

２ 棚板ⓥの両側の穴から、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖを差し込み、六角レンチⓠでしっかり
締め付けて下さい（左右各２ヵ所）。

Ｃ.傾斜棚の取付方法

１ 組み立てた本体の柱ⓐの長穴に、傾斜棚ⓦの爪２つを合わせて引っ掛けて下さい。

２ 傾斜棚ⓦの両側の穴から、棚を傾斜させて使用する場合は下の、水平で使用する場合は上
の穴に、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖを差し込み（図では傾斜させる場合）、六角レンチⓠで
しっかり締め付けて下さい（左右各１ヵ所）。

Ｄ.コンテナ受けの取付方法

連結方法

１

１

２
３

f

組み立てた本体の柱ⓐの穴に、コンテナ受けⓧの両側の穴を合わせ、キャップボルト（短）ⓙ
とSWⓖを差し込み、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい（左右各２ヵ所）。

v

w

x

連結する側の柱ⓐ
の横に付いている
キャップボルト（長）
ⓕ、ＳＷⓖとナット
ⓗを取り外して下
さい（各１ヵ所）。

２台を引っ付け、
１で外したキャ
ップボルト（長）
ⓕ、ＳＷⓖ、ナッ
トⓗを利用して、
柱ⓐの上下の穴
で連結させて下
さい（２ヵ所）。

※２台以上、連結する場合は、裏面の『連結方法』をご覧ください。

※２台以上、連結する場合は、裏面の『連結方法』をご覧ください。

図は片面用

長穴

長穴 長穴

爪爪

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。 組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。
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ＵＬＲＴ型　片面用ライン作業台　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

ＵＬＲＴ型　オプション　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。

部品明細

部品明細

１梱包 １梱包 １梱包

１梱包

ⓐ柱（左右有り）…２本

ⓑベース（左右有り）…２本
（ⓒアジャスター
ⓓベース止金具付）

ⓔ柱止金具…２個

ⓕキャップボルト（長）…６本
（Ｍ５×１５）

ⓕキャップボルト（長）…１８本
（Ｍ５×１５）

ⓗナット…２個
（Ｍ５）

ⓗナット…６個
（Ｍ５）

ⓗナット…１個
（Ｍ５）連結用

ⓖＳＷ…７個（内１個は連結用）
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…１８個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…６個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…４個

ⓡナットアンカー…４個
（Ｍ６、適合ドリル１0.5mm）

ⓘ側板…２枚
（左右有り）

ⓙキャップボルト（短）…６本
（M５×10）

ⓙキャップボルト（短）…４本
（M５×10）

ⓢキャップボルト…１本
（M５×40）連結用

ⓣ丸パイプ…１本
連結用

ⓚ天板（切込有り）…１枚

ⓜ天枠…１台

ⓝ下棚…１枚

ⓞ幕板…１枚

ⓟ上桟…１本

ⓠ六角レンチ…１本
（対辺４）

組立順序

１

１

３

５

７

８

２

４

６

ベースⓑ２本を穴がある方を内側にして裏返しに置き（左右注意）、下
棚ⓝを裏返して穴をベースⓑの穴に合わせ、キャップボルト（長）ⓕと
SWⓖで仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。仮止めしたキャップボルト
（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。

１で組み立てた物を表に向けて、ベースⓑの金具に柱ⓐを長穴がある方
を前にして図のように差し込み（左右注意）、前後からキャップボルト（長）
ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（２ヵ所）。柱ⓐの横の外側からキャップボ
ルト（長）ⓕを差し込み、内側からSWⓖとナットⓗで仮止めして下さい
（１ヵ所）。反対側の柱ⓐも同様に取り付けて下さい。仮止めしたキャップ
ボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。

金具

e

a

p

f

g

２で組み立てた柱ⓐの上に上桟ⓟを乗せ（落ちないように注意）、その
上に柱止金具ⓔを図のように乗せて、穴を合わせてキャップボルト（長）
ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（左右各１ヵ所）。仮止めしたキャップボ
ルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。

i

j

g

a

a a

o

i

i

a

図－１ 図－１図－２
側板ⓘ２枚の爪を左右に注意して、2枚の高さを合わせて図－１のように
柱ⓐの長穴に引っ掛けて下さい（左右各２ヵ所）。図－２のように幕板ⓞの
穴を側板ⓘの３つの穴に合わせ、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖで仮止め
して下さい（左右各３ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（短）ⓙを、六角レン
チⓠでしっかり締め付けて下さい。

ｋ

m

m

f

g
裏

天板（切込有り）ⓚを裏返して置き、その上に天枠ⓜを裏向けに置いて、
天枠ⓜの穴と天板ⓚのナット位置を合わせ、キャップボルト（長）ⓕと
SWⓖで仮止めして下さい（６ヵ所）。

f

g h

５で組み立てた物を表に向けて２枚の側板ⓘの上にスライドさせて乗せ、
側板ⓘの穴と天枠ⓜの穴を合わせて、外側からキャップボルト（長）ⓕを差
し込み、内側からSWⓖとナットⓗで仮止めして下さい（左右各３ヵ所）。

仮止めした全てのキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め
付けて下さい。

床に打ち込む

壁に打ち込む

r
r

a

e
r

d
r

b

組み立てが終わると、アジャスターⓒで水平調節を行って下さい。そし
て、床にナットアンカーⓡを打ち込み（下穴径10.5mm,深さ35mm）、
ベース止金具ⓓを利用して、床面に固定して下さい（左右各１ヵ所）。

組み立てが終わると、アジャスターⓒで水平調節を行って下さい。そし
て、床にナットアンカーⓡを打ち込み（下穴径10.5mm、深さ35mm）、
ベース止金具ⓓを利用して、床面に固定して下さい（左右各２ヵ所）。

９ 壁にナットアンカーⓡを打ち込み（下穴径10.5mm、深さ35mm）、柱止
金具ⓔを利用して、壁に固定して下さい（左右各１ヵ所）。

i

t

h

g s

側板ⓘと側板ⓘの間に丸パ
イプⓣをはめ込み、側板ⓘ２
枚の穴と丸パイプⓣにキャッ
プボルト（M５×４０）ⓢを差し
込み、SWⓖとナットⓗで締
め付けて下さい（１ヵ所）。
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ＵＬＲＴ－Ｗ型　両面用ライン作業台　組立説明図

※組み立て時は、軍手や保護メガネなどの保護具を装着して組み立てて下さい。
部品明細 １梱包 ２梱包

１梱包

１梱包

１梱包

ⓐ柱…２本

ⓑベース…２本
（ⓒアジャスター
ⓓベース止金具付）

ⓕキャップボルト（長）…６本
（Ｍ５×１５）

ⓕキャップボルト（長）…１８本
（Ｍ５×１５）

ⓕキャップボルト（長）…１２本
（Ｍ５×１５）

ⓗナット…２個
（Ｍ５） ⓗナット(Ｍ5)…６個

ⓗナット…６個
(Ｍ5)

ⓗナット…１個
（Ｍ５）連結用

ⓖＳＷ…７個（内１個は連結用）
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…１８個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…１２個
（スプリングワッシャー）

ⓖＳＷ…６個
（スプリングワッシャー）

ⓡナットアンカー…４個
（Ｍ６、適合ドリル10.5mm）

ⓘ側板…２枚
（左右有り）

ⓙキャップボルト（短）…６本
（M５×10）

ⓢキャップボルト…１本
（M５×40）連結用

ⓣ丸パイプ…１本
連結用

ⓚ天板（切込有り）…１枚

ⓛ天板（切込無し）…１枚

ⓜ天枠…１台

ⓜ天枠…１台

ⓝ下棚…１枚

ⓞ幕板…１枚

ⓞ幕板…１枚ⓟ上桟…１本

ⓠ六角レンチ…１本
（対辺４）

組立順序

１

３

５

７

８

２

４

６

ベースⓑ２本を穴がある方を内側にして裏返しに置き、下棚ⓝを裏
返して穴をベースⓑの穴に合わせ、キャップボルト（長）ⓕとSWⓖ
で仮止めして下さい（左右各２ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（長）
ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい。

１で組み立てた物を表に向けて、ベースⓑの金具に柱ⓐを図のように差し
込み、前後からキャップボルト（長）ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（２ヵ所）。
柱ⓐの横の外側からキャップボルト（長）ⓕを差し込み、内側からSWⓖとナ
ットⓗで仮止めして下さい（１ヵ所）。反対側の柱ⓐも同様に取り付けて下さ
い。仮止めしたキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締め付けて
下さい。

金具

a

p
f

g

２で組み立てた柱ⓐの上に上桟ⓟを乗せ（落ちないように注意）、穴
を合わせてキャップボルト（長）ⓕとSWⓖで仮止めして下さい（左右
各１ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっ
かり締め付けて下さい。
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g
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o

i

i

a

図は切込有り天板ⓚ

図は切込有り天板ⓚ

図－２

側板ⓘ２枚の爪を左右に注意して、2枚の高さを合わせて図－１のように
柱ⓐの長穴に引っ掛けて下さい（左右各２ヵ所）。図－２のように幕板ⓞの
穴を側板ⓘの３つの穴に合わせ、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖで仮止め
して下さい（左右各３ヵ所）。仮止めしたキャップボルト（短）ⓙを、六角レン
チⓠでしっかり締め付けて下さい。柱ⓐの裏側にも側板ⓘ2枚と幕板ⓞを
同様に取り付けて下さい。

ｋ

m

m

f

g
裏

天板（切込有り）ⓚを裏返して置き、その上に天枠ⓜを裏向けに置い
て、天枠ⓜの穴と天板ⓚのナット位置を合わせ、キャップボルト（長）ⓕ
とSWⓖで仮止めして下さい（６ヵ所）。天板（切込無し）ⓛも同様に天
枠ⓜに取り付けて下さい。

f

g h

５で組み立てた物を表に向けて２枚の側板ⓘの上にスライドさせて乗せ、
側板ⓘの穴と天枠ⓜの穴を合わせて、外側からキャップボルト（長）ⓕを差
し込み、内側からSWⓖとナットⓗで仮止めして下さい（左右各３ヵ所）。裏
側の側板ⓘにも５で組み立てたもう1組の物を同様に取り付けて下さい。

仮止めした全てのキャップボルト（長）ⓕを、六角レンチⓠでしっかり締
め付けて下さい。

床に打ち込む

r

d
r

b

２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－F900

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
9００×687.5×1885 700～900 P=50

仕様 均等静止荷重　５０kg
２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－F1200

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
12００×687.5×1885 700～900 P=50

パンチングパネル

LUPR-P450

寸法(mm) 寸法(mm) 寸法(mm) 寸法(mm)

W900×D25×H450

LUPR-PL450 W1200×D25×H450

仕様
棚板

LUPR-Ｔ255 W899×D255×H100

LUPR-ＴL255 W1199×D255×H100

傾斜棚

LUPR-KＴ900 W899×D255×H139

LUPR-KＴ1200 W1199×D255×H139

コンテナ受け

LUPR-C1 W899×D20×H76

LUPR-CL1 W1199×D20×H76

２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－WF900

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
9００×1300×1885 700～900 P=50

仕様 均等静止荷重　５０kg
２５mmメラミン天板 天板面高さ（mm)
ULRT－WF1200

間口(W)×奥行（D)×高さ(H)mm
12００×1300×1885 700～900 P=50

ライン作業台　ＵＬＲＴ型
このたびは、ＴＲＵＳＣＯライン作業台ＵＬＲＴ型をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。本製品は、天板を任意の高さに設定できるため座り作業
および立作業用に対応。また、オプションの種類も豊富で自由な高さに取り付けできるうえ後付けも容易、部品管理に最適ですので、組立ライン作
業台として工場・研究室・学校・作業所等で末永くご使用いただけます。

50kg

作業台に足をかけたり、天板の
上に乗ったりしないで下さい。
■

■

作業台が転倒したり、積載物が落下して、怪
我をする恐れがあります。

■

バランスが悪くなり、作業台が転倒したり、
積載物が落下して、怪我をする恐れがあり
ます。

化学薬品や薬物を扱う作業
には使用しないで下さい。

腐食・変質などにより、作業台の品質が著
しく低下し、作業者の健康を害する恐れ
があります。

■ ベース止金具や柱止金具を
使用のうえ設置して下さい。

地震等での転倒を防ぐ為、必ず床面や壁
（片面用）に作業台を固定して下さい。

均等静止荷重 ※均等静止荷重とは、天板の表面に均一に荷重をかけた場合に耐えられる重さの合計量をいいます。
※表示荷重内であっても、一部に集中荷重をかけないで下さい。

■表示荷重以上の荷重をかけ
ないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする恐
れがあります。

■ 不安定な場所に設置しない
で下さい。

作業台が転倒したり、積載物が落下したり
して、怪我をする恐れがあります。

■ 側面や正面から大きな力
をかけないで下さい。

作業台が破損・変形・転倒し、怪我をする
恐れがあります。

屋外や水のかかる場所に設置せ
ず、また濡れた物を置かないで
下さい。

■

表示荷重内であっても、一部に
集中荷重をかけないで下さい。
■

作業台にサビが発生しやすくなり、強度等、
品質が著しく低下する恐れがあります。

天板面は必ず水平になるよう、
アジャスターを調節して下さい。
■

傾いていると作業台が転倒したり、積載物
が落下したりして、怪我をする恐れがありま
す。

組み立ては、この組立・取扱説明
書に記載の組み立て手順に従っ
て下さい。

■

■

手順を誤ると、組立中に部品が外れたり倒
れたりして、怪我をする恐れがあります。

柱や天枠・側板の端面を素手で
触らないで下さい。

■

鋭利な部分に触れて、怪我をする恐れがあ
ります。

オプションの後付け及び組み換
えや、天板の高さ変更を行う際
は、必ず軍手等保護具を使用し
て下さい。

隙間に指を挟んだりして、怪我をする恐れ
があります。

作業台の切断、改造をしない
で下さい。

作業台が不安定になり危険です。また、
切断面のバリ等で怪我をする恐れがあ
ります。

■

キャスター付での使用はしない
で下さい。

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…２個

ⓙキャップボルト（短）…２本
（M５×10）

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…４個

ⓙキャップボルト（短）…４本
（M５×10）

ⓖＳＷ（スプリングワッシャー）…４個

ⓙキャップボルト（短）…４本
（M５×10）

長穴に爪を入れて引掛ける

目印穴

u
a

a

a
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g
j

A.パンチングパネル B.棚板

D.コンテナ受けC.傾斜棚
ⓤパンチングパネル…1枚 ⓥ棚板…1枚

ⓦ傾斜棚…1枚 ⓧコンテナ受け…1本

Ａ.パンチングパネルの取付方法

Ｂ.棚板の取付方法

※片面に2枚以上のパンチングパネルを取り付ける場合は、
必ず下から順番に取り付けて下さい。

組み立てた本体の柱ⓐの長穴に、パンチングパネルⓤ
の爪4つを合わせて引っ掛け、はめ込んで下さい。

１ 組み立てた本体の柱ⓐの長穴に、棚板ⓥの爪２つを合わせて引っ掛けて下さい。

２ パンチングパネルⓤに開いている目印穴の隣りの角穴
から、六角レンチⓠでキャップボルト（短）ⓙとSWⓖを
差し込み、しっかり締め付けて下さい（左右各２ヵ所）。

２ 棚板ⓥの両側の穴から、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖを差し込み、六角レンチⓠでしっかり
締め付けて下さい（左右各２ヵ所）。

Ｃ.傾斜棚の取付方法

１ 組み立てた本体の柱ⓐの長穴に、傾斜棚ⓦの爪２つを合わせて引っ掛けて下さい。

２ 傾斜棚ⓦの両側の穴から、棚を傾斜させて使用する場合は下の、水平で使用する場合は上
の穴に、キャップボルト（短）ⓙとSWⓖを差し込み（図では傾斜させる場合）、六角レンチⓠで
しっかり締め付けて下さい（左右各１ヵ所）。

Ｄ.コンテナ受けの取付方法

連結方法

１

１

２
３

f

組み立てた本体の柱ⓐの穴に、コンテナ受けⓧの両側の穴を合わせ、キャップボルト（短）ⓙ
とSWⓖを差し込み、六角レンチⓠでしっかり締め付けて下さい（左右各２ヵ所）。

v

w

x

連結する側の柱ⓐ
の横に付いている
キャップボルト（長）
ⓕ、ＳＷⓖとナット
ⓗを取り外して下
さい（各１ヵ所）。

２台を引っ付け、
１で外したキャ
ップボルト（長）
ⓕ、ＳＷⓖ、ナッ
トⓗを利用して、
柱ⓐの上下の穴
で連結させて下
さい（２ヵ所）。

※２台以上、連結する場合は、裏面の『連結方法』をご覧ください。

※２台以上、連結する場合は、裏面の『連結方法』をご覧ください。

図は片面用

長穴

長穴 長穴

爪爪

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。 組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。

組み立てる前に梱包内容が全て揃っているか、ご確認ください。※万一不足の部品があった場合は、すぐに購入先へお知らせ下さい。


